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目的 再発性基底細胞癌に対する凍結療法の有用性を検討する 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究 
セッティング 米国の 1 大学病院 
対象者 再発性基底細胞癌 54 例 56 病巣 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 3 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ 14 ） 

介入（要因曝露） 液体窒素スプレー法による凍結療法を 1 回（2 回以上の freeze-thaw cycle） 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 創傷治癒 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

2 再々発 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

病巣は全例 1～2 週で痂皮を形成し、6～8 週で創傷治癒。治療後観察期間は 5
～10 年が 14 例、4 年、3 年、2 年が 4 例ずつ、1 年超が 15 例、1 年未満 9 例、

フォローなしが 4 例。そのうち 2 例（3.6%）に再々発がみられ、期間は各々3
年と 7 年であった。 

結論 

再発性基底細胞癌に対する凍結療法は、他の方法に匹敵するだけの治療成績が

得られる。 

一次研究の

8 項目 

備考 
発生部位は 68％が頭頚部。再発前の治療は大半（43 例）が curettage & 
electrodessication。 
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エビデンスのレベル分類（IV） 
再々発率が 3.6%ということであれば良好な成績といえるが、フォロー期間が

全体に短い。加えて、対象症例の背景因子（部位、病型等）について詳述され

ていないためにそもそものリスク評価が出来ず、他の報告との比較がしにく

い。 
 




